
小
島
烏
水
祭
、
深
田
祭
、
盛
況
裡
に
終
わ
る

尾
野
議
大
四
国
支
部
長
（
縁
爽
会
々
岡
県
）
か
ら
「
第

2

田
小
島
烏
水
祭
が
1
3

日
、
鳥
水
出
身
地
の
香
川
県
高
松

市
で
開
か
れ
た
。
来
賓
、
烏
水
の
孫
・
曾
孫
、
会
員
、
一

般
参
加
者
ら
約
1
1
0

人
が
出
席
し
、
神
事
と
記
念
式
典

を
行
っ
た
。
今
回
か
ら
主
催
者
が
本
部
に
、
四
国
支
部
が

主
管
者
に
な
っ
た
。
森
武
昭
会
長
ら
の
挨
拶
の
後
、
講
演

吋
山
小
屋
の
エ
ネ
ル
ギi
問
題
』
、
鳥
水
碑
の
碑
文
を
撰

し
た
近
藤
信
行
氏
か
ら
の
祝
竃
が
披
鰭
さ
れ
た
。
間
引
き
続

き
出
席
者
代
表
に
よ
る
献
花
、
碑
文
の
吟
、
詠
、
合
唱
な
ど
。

終
了
後
支
部
会
員
に

よ
る
讃
岐
う
ど
ん
の

接
待
が
あ
っ
た
」
と

の
速
報
が
寄
せ
ら
れ

た
。
4

月
例
会
「
深

田
祭
」
速
報
は
巻
末
、

報
告
は
次
号
に
掲
載
。

~（~~ 
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。，事務局

夏原寿一

近藤緑

渡部混子

緑爽会総会のお知らせ

日時 5 月 22 日（椋 13 時 30 分～

（昼食の用意はありません）

日本山岳会・会議室

2013 年度事業報告・決算報告

2014年度事業計画案・予算案

その他

終了後、吉田理一会員による講演

f越後駒ヶ岳・駒の小康管理人体験談j

を予定しています。

同封の薬審で出欠をお知らせ下さい。

事務局

緑爽会 6 月山行予告

日時 6月 14 時国

歴史と文学の街千葉県市川市散策

担当渡部温子・ Jll 口章子

場所

議題

……ー＇l""－－一一一

「3

月
＠
羽
村
お
花
見
会
報
告
い

西
谷

隆
一
旦

今
年
の
「
は
む
ら
水
と
花
の
ま
つ
り
」
は
前
期
日

さ
く
ら
ま
つ
り
（3
月
2
7

日

1
4

丹
1
3

日
）
、
後

期
一
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
（
4

月
1
0

日

1
4

月
2

7

時
）
で
あ
る
。
昨
年
の
羽
村
の
サ
ク
ラ
は
、
さ
く
ら

ま
つ
り
が
始
ま
っ
た
と
き
に
は
、
既
に
散
っ
て
い
た

の
で
、
今
年
の
開
花
は
、
昨
年
よ
り
は
遅
い
こ
と
を

期
待
し
て
い
た
が
、
余
り
に
も
遅
く
、
3

月
2
9

日

頃
に
開
花
し
た
の
お
花
見
会
当
日
に
は
桜
は
硬
い
替

の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
4

月
6

日
過
、
ぎ
に
漸
く
花
見
頃

と
な
っ
た
。

お
花
見
会
当
日
は
朝
か
ら
小
雨
で
、
肌
寒
く
、
天

気
を
気
に
し
な
が
ら
、
参
加
者1
4

名
が
羽
村
駅
改

札
口
に
定
刻
に
参
集
。
駅
に
は
わ
れ
わ
れ
の
他
、
ー

グ
ル
ー
プ
し
か
見
か
け
な
か
っ
た
。
急
い
で
予
定
の

コ
1

ス
を
歩
く
こ
と
に
し
て
、
9

時
出
発
。
区
画
整

理
の
整
っ
て
い
な
い
、
ガ
ラ
ン
と
し
た
西
口
に
出
て
、

旧
商
高
街
を
真
つ
直
ぐ
に
多
勝
川
方
向
に
向
か
い
、

新
奥
多
摩
街
道
交
差
点
を
渡
る
。
切
り
通
し
に
な
っ

て
い
る
、
お
寺
坂
に
入
り
、
左
側
の
歩
道
を
少
し
下

る
と
、
道
路
反
対
側
に
「
馬
の
水
飲
み
場
」
が
見
え

る
が
、
そ
の
ま
ま
進
み
、
妓
の
途
中
で
在
に
入
る
道

が
あ
る
。
中
里
介
山
の
墓
所
へ
の
近
坦
で
あ
る
。
中

堅
介
山
（
阿
部m
l
E
主
）
は
羽
村
の
生
ま
れ
で
、
長
縮
小

説
「
大
菩
薩
峠
」
の
作
者
で
あ
る
。
民
家
の
間
の
道

を
抜
け
、
禅
林
寺
の
崖
上
の
墓
地
に
入
り
、
介
山
の

五
輪
塔
の
基
に
参
る
。
禅
林
寺
の
本
堂
裏
へ
続
く
階

段
を
降
り
て
、
山
内
か
ら
禅
林
寺
を
辞
す
。
山
内
を

出
て
、
在
に
進
む
と
、
大
ケ
ヤ
キ
の
あ
る
奥
多
摩
街

道
交
差
点
に
出
る
。
交
差
点
を
渡
る
と
、
玉
川
上
水

の
桜
並
木
で
あ
る
。
商
工
会
の
屋
台
市
出
も
準
備
中
の

よ
う
で
、
賑
わ
い
は
全
然
な
し
。
天
気
が
気
に
な
り
、

そ
の
ま
ま
、
堰
下
織
を
渡
り
、
右
岸
堤
防
を
約7
0

藍原寿一t援彩

o
m
先

の
よ
流

に
あ
る

司
寸
ム
ゴ
r
e・e・

司
A
Vふ
や
4
n

博
物
館

に
向
か

う
。
途

中
の
サ

ク
ラ
の

欝
も
小

さ
く
て
、

開
花
の

気
配
は

な
し引

4
7
d
1

司
づ
ふ
か
，

の
自
然
、
玉
川
上
水
、
中
堅
介
山
な
ど
の
屋
内
展
示
、

屋
外
展
示
の
旧
下
回
家
住
宅
を
小
一
時
開
ほ
ど
見
学
。

裏
山
の
浅
間
岳
〈
2
3
5
m
）
へ
護
る
。
途
中
、
羽
村

神
社
に
立
ち
寄
り
、
背
怖
川
市
、
羽
村
市
、
福
生
市
、

瑞
穂
町
、
狭
山
丘
陵
な
ど
を
遠
望
す
る
も
、
筑
波
山

や
ス
カ
イ
ツ
リ
i

は
残
念
な
が
ら
見
え
ず
。
眼
下
の

多
摩
川
の
流
れ
は
在
岸
の
阿
蘇
神
社
の
方
か
ら
右
岸

の
浅
間
岳
の
方
に
向
か
い
、
そ
こ
か
ら
反
転
し
て
、

左
岸
の
取
水
口
に
流
れ
込
ん
で
、
取
水
し
易
く
な
っ

て
い
る
の
が
よ
く
わ
か
る
。
荒
井
正
人
さ
ん
に
よ
る

と
、
こ
の
よ
う
に
地
形
を
利
用
し
た
先
人
の
知
恵
が

『
多
摩
検
定
』
に
出
題
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
の
こ

と
。
早
々
に
約
3
0
m
先
の
浅
間
岳
頂
上
に
向
か
う
。

こ
こ
も
眺
望
は
悪
く
、
残
念
な
が
ら
富
士
山
は
見
え

な
い
。
天
気
が
心
配
で
す
ぐ
に
下
山
。
左
岸
に
一
民
り
、

取
水
曜
の
傍
ら
で
堰
を
見
下
ろ
し
て
い
る
玉
川
兄
弟

の
像
の
横
を
通
り
、
上
流
の
大
正
土
手
の
桜
並
木
を

阿
蘇
神
社
の
鳥
居
ま
で
行
く
。
途
中
、
ー
本
だ
け
小

擬
り
の
満
開
の
サ
ク
ラ
が
あ
っ
た
の
は
、
億
倖
で
あ

っ
た
。
神
社
境
内
の
川
原
の
サ
ク
ラ
の
欝
も
未
だ
闘

い
。
阿
蘇
神
社
は
端
折
り
、
至
近
距
離
に
あ
る
根
揚 撮影：島国稔東京都立羽村琢花丘陵自然公園・浅間岳（ 253m)

イt
ム



ら
み
前
の
臨
済
宗
の
古
利
、
…
峰
院
に
忠
則
り
、

時
代
末
期
に
態
立
さ
れ
た
鐘
楼
門
や
境
内
を
観
賞
す

る
。
昼
食
も
照
ら
ず
に
急
い
で
捗
い
た
の
で
、
お
腹

も
空
い
て
し
ま
っ
た
。
椴
縮
ら
み
前
の
水
間
は
も
う

少
し
絞
っ
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
案
内
の
よ
う
に
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
畑
と
な
り
、
締
蹴
な
花
で
飾
ら
れ
る
筈
だ

が
、
花
見
に
は
少
し
早
く
、
天
気
に
恵
ま
れ
な
い
今

日
は
早
め
に
引
き
揚
げ
る
こ
と
に
し
て
、
漸
く
1

時

過
ぎ
に
我
が
家
に
着
い
て
、
歓
談
す
る
。
締
爽
会
会

員
・
田
遮
霧
さ
ん
か
ら
美
味
し
い
和
菓
子
な
ど
お
心

尽
し
の
品
、
が
痛
い
て
い
て
、
一
間
感
激
。
回
遊
さ
ん

へ
の
ハ
ガ
キ
に
各
自
一
筆
、
忠
則
せ
番
き
。
帰
り
は
、

往
き
に
天
気
が
気
に
な
っ
て
、
端
折
っ
た
羽
村
駅
東

日
の
「
ま
い
ま
い
ず
井
戸
」
を
観
て
、
解
散
に
な
っ

た
。

〔
参
加
者
〕
梨
羽
時
春
、
松
本
恒
腐
・
弘
子
夫
妻
、
渡

部
温
子
、
烏
楠
祥
子
、
大
島
洋
子
、
島
田
稔
、
一
皮
原

寿
て
瀬
戸
英
降
、
川
口
章
子
、
深
田
森
太
郎
、
荒

井
正
人
、
手
探
て
る
子
、
西
谷
可
江

係
閣
谷
隆
一
息

計
1
5

名撮影：島田稔東京都羽村市根溺らみ前一！！像院本堂前にて

行
穣
一

T
E
E
－u
R青
梅
綿
羽
村
駅
↓
〈
お
寺
原
）
馬

の
水
飲
み
場
↓
中
盟
介
山
の
墓
（
禅
林
寺
〉
↓

大
け
や
き
（
羽
村
橋
）
↓
玉
川
上
水
桜
並
木
↓
堰

下
橋
↓
多
膝
川
お
山
一
汗
土
手
↓
羽
村
市
郷
土
静

物
館
↓
羽
村
神
社
↓
浅
間
岳
（
ω
ω
m
B〉
↓
：
・

（
往
路
と
伺
じ
）
：
・
↓
蝶
下
機
↓
玉
川
兄
弟
の

像
↓
東
京
都
水
道
局
羽
村
取
水
一
昨
・
羽
村
陣
麗

跡
・
玉
川
水
神
社
↓
多
酪
川
左
岸
土
手
（
大
正
土
手
）

羽
村
水
上
公
関
桜
並
木
↓
阿
蘇
神
社
鳥
居
↓

根
協
ら
み
前
水
間
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
畑
）
↓
一
峰
院

↓
：
：
：
↓
ま
い
ま
い
ず
井
戸
↓
羽
村
駅
．

（
了
）

西
谷
家
で
宴
の
ひ
と
と
き

緑
爽
会
報
1
2
6

号
の
間
躍
さ
ん
、
西
谷
ご
夫
妻

の
奥
多
態
、
多
摩
川
を
紹
介
さ
れ
た
文
を
読
み
、
雨

天
中
止
と
あ
っ
た
が
雨
で
も
独
り
で
歩
こ
う
と
出
か

け
た
が
、
駅
に
着
く
と
す
で
に
み
な
が
集
ま
っ
て
い

て
、
皆
田
川
じ
思
い
で
参
加
さ
れ
た
の
だ
と
婚
し
く
な

り
ま
し
た
。

四
谷
さ
ん
が
、
お
花
見
の
日
程
に
心
を
砕
い
て
く

だ
さ
っ
た
の
に
雨
、
桜
は
硬
い
葎
だ
と
す
ま
な
そ
う

に
話
さ
れ
た
後
、
「
雨
の
下
で
の
お
昼
で
は
と
、
う
ち

で
食
べ
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
苦
わ
れ

た
。予

定
の
コ
i

ス
を
案
内
し
て
頭
き
西
谷
家
に
向
か

う
と
、
西
谷
夫
人
が
表
で
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
り
、

挨
拶
も
そ
こ
そ
こ
に
お
座
敷
に
入
っ
て
一
間
思
わ
ず

歓
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

春
の
宴
の
し
つ
ら
え
が
見
事
に
整
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

お
こ
こ
ろ
づ
く
し
の
煮
物
、
果
物
、
和
菓
子
が
織

部
焼
き
、
機
器
に
盛
ら
れ
、
い
ろ
い
ろ
取
り
揃
え
ら

れ
て
、
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に
頂
き
、
杯
を
重
一
ね
、
襲

、
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
上
に
、
大
先
輩
の
出
壊
さ
ん
が
稲
荷
ず
し
、

千
瓢
巻
き
の
串
天
、
草
餅
を
届
け
て
く
だ
さ
っ
て
い

翠
柏
狂
歌
雑
詠
2
0
1
4

（
統
〉

羽
額

克
己

。
腰
を
越
え
胸
に
逆
巻
く
激
流
で
波
わ
れ
か
け
て
渡
渉
諦
む

。
倒
木
を
集
め
て
焚
け
ば
燃
え
盛
る
火
の
粉
は
杉
の
梢
を
越
え
て

ゆ
岩
陰
で
不
時
露
営
し
た
若
き
日
の
撒
冬
期
屋
久
の
深
雪
憶
う

。
死
線
越
え
生
き
て
還
れ
た
恵
み
に
は
娘
二
人
が
こ
の
世
の
人
に

＠
孫
逮
よ
君
ら
の
父
母
も
記
念
に
と
縄
文
杉
に
逢
う
て
来
た
の
だ

＠
縄
文
の
杉
の
古
木
は
枯
れ
る
と
も
輪
廻
巡
る
が
自
然
の
摂
理

。
千
年
の
杉
も
や
が
て
は
枯
れ
果
つ
も
農
久
の
自
然
は
永
久
に
輪
廻
す

。
世
の
常
と
や
が
て
去
り
ゆ
く
命
か
ら
子
孫
に
伝
え
む
確
か
な
宋
来

・
そ
の
こ
と
を
孫
に
伝
え
む
吾
、
が
命
大
地
に
還
る
そ
の
時
ま
で
に

＠
脈
絡
も
な
く
浮
か
び
来
る
冬
山
は
飯
豊
神
社
の
合
福
鰭
城

・
あ
の
時
は
丈
余
の
一
審
が
吹
き
飛
び
て
一
夜
で
凍
っ
た
地
面
の
裸
出

・
熟
睡
し
目
覚
め
朝
か
と
降
り
て
見
り
や
糞
は
こ
れ
か
ら
風
呂
に
入
る
と

．
週
末
に
農
作
業
し
に
行
く
妻
を
今
日
は
明
る
く
見
送
り
ま
し
ょ
う

・
五
口
が
心
少
し
変
え
れ
ば
日
常
も
明
る
く
楽
し
く
生
き
得
る
と
知
る

中村好去三慈

画調
一日本山岳会ノレームの変溜一

1948 ( S23）年再建決定千代田区神間駿荷台 4

1949 ( S24）年唆工 3 月 10 Iヨ

武田久吉／機有恒／7Jlj宮貞俊／臼高信六郎／松方三郎

1964 ( S39）年 7 月引っ越し渋谷区神宮前3-31

松方三郎

6 

カット及び山の絵

て
、
お
心
遣
い
に
一
向
感
激
し

ま
し
た
。

視
か
い
お
も
て
な
し
、
地
場

産
野
菜
の
“
の
ら
ぼ
う
”
開
法

さ
ん
の
草
餅
を
お
土
産
に
頂
き
、

家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
。

（
川
口
章
子
）

会長

タト苑コーポ

お茶ノ水

1967 ( S42）年 6 月引っ越し

会長三間幸夫

湯島さくらfJv 1973 ( S 48）年4 月引っ越し

今西錦荷／西堀栄三郎

1978 ( 853）年 1 月引っ越し千代自区四番町·5-4

西地栄三郎／佐々保雄／今西寿雄／山田ニ郎／藤平正

夫／村木潤次郎／斎藤惇生／大塚博美… ···2014 (H26) 

3 2 千代！到底錦町 3向井ピノレ

高卒＇r 昂より犬lll-Hi尺
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1 文京区湯島 1-6

会長

会長

四番町



対
談お

茶
の
水
ル
i

ム
時
代
の
思
い
出

山
本
良
子

山
司
節
子

松
本
懐
臆
私
が
百
年
史
の
委
員
を
し
て
い
た
時
、

歴
代
の
山
岳
会
事
務
所
の
話
を
纏
め
て
い
た
ら
、
戦

後
は
お
茶
の
水
の
一
一
コ
ラ
イ
蛍
の
前
に
ルi
ム
が
あ

っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
我
々
に
と
っ
て
は
、
知

ら
な
い
時
代
の
話
な
の
で
、
こ
の
頃
を
ご
存
じ
の
早

川
瑠
璃
子
さ
ん
に
お
話
し
て
い
た
だ
こ
う
と
お
願
い

を
し
て
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
突
然
の
ご
不
幸
、
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
企
岡
し
た
対
談
を
実
行
し
た
い
と
思
い
、

今
日
は
緑
爽
会
の
山
口
節
子
（
会
員
番
号4
4
7
5

）

さ
ん
、
山
本
良
子
（
4
7
0
4

）
さ
ん
の
お
こ
人
に

お
話
を
伺
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

織
山
本
良
子

実
は
こ
の
お

話
が
あ
っ
た
の

は
昨
年
の
こ
と

で
、
日
本
山
岳

会
は
年
功
序
列

な
ら
ぬ
会
員
番

号
序
列
で
4
7

1
9

番
の
早
川
さ
ん
と
私
に
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

な
ぜ
私
よ
り
先
輩
の
山
口
節
子
さ
ん
で
な
か
っ
た
か

と
い
い
ま
す
と
、
山
口
さ
ん
は
と
て
も
シ
ヤ
イ
な
方

で
、
緑
爽
会
と
は
親
し
い
方
で
は
あ
る
の
で
す
が
、

「
私
は
古
さ
を
誇
る
の
は
嫌
だ
」
と
会
員
名
簿
に
も

載
せ
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
早
川
さ
ん
と
私
に

お
話
が
き
た
の
で
す
。
山
口
さ
ん
は
、
愛
称
を
ミ
ル

キ
ー
と
い
う
の
で
す
が
、
過
去
い
ろ
い
ろ
と
山
岳
会

の
た
め
に
ご
尽
力
な
さ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
で
す
。
今

日
は
「
や
っ
ぱ
り
あ
な
た
の
出
番
よ
」
と
背
中
を
押

し
て
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
を
ま
ず
・
申
し
上
げ
た
い
と
岡
山
い
ま
す
。

私
が
入
会
し
た
の
は
、
1
9
5
8

年
4

月
、
2
0

0
8

年
に
5
0

年
た
っ
た
と
永
年
会
員
に
な
り
、
今

告
に
至
っ
て
い
ま
す
。

お
茶
の
水
に
ル
l

ム
が
あ
っ
た
頃

ま
ず
初
め
に
、
ル
l

ム
と
は
何
だ
ろ
う
0

・
百

年
史
に
番
か
れ
て
い
る
の
を
引
用
し
ま
す
。

1
1
2

独
立
し
た
山
小
屋
風
の
ク
ラ
ブ
ル
i

ム
。
東

京
都
千
代
田
区
駿
河
台
4

の
6

は
、
玄
関
か
ら
入

っ
て
左
側
に
9

揮
の
閣
審
窓
が
あ
り
、
ガ
ラ
ス
戸

で
南
部
前
庭
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
入
り
で
き
た
。
関

番
蜜
の
東
と
北
側
に
は
壁
面
一
杯
に
天
井
ま
で
続

く
番
棚
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
て
、
玄
関
の
お
側

は
手
洗
い
、
物
置
、
台
所
、
管
理
者
の
居
室
と
な

っ
て
い
た
。
居
室
と
玄
関
の
上
部
の
屋
根
裏
を
関

仕
切
り
し
た
約
5

坪
を
畳
敷
き
と
し
て
地
方
か
ら

の
来
室
者
が
寝
袋
で
泊
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

が
、
2

年
後
に
は
専
用
の
談
話
室
に
改
造
さ
れ
、

毎
週
土
曜
日
に
は
ク
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
を
楽
し
む
土
曜

会
の
会
場
と
な
っ
た
i

！
と
纏
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
の
印
象
で
も
本
当
に
山
小
鹿
で
し
た
。
木
の

ベ
ン
チ
と
低
い
小
さ
な
テ
ー
ブ
ル
が
置
か
れ
て
、

皆
さ
ん
膝
付
き
合
わ
せ
て
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

私
が
入
会
し
た
と
き
の
会
長
は
剛
山
富
（
貞
俊
）

さ
ん
で
し
た
が

1
9
5
8

年
の
国
体
の
直
後
亡
く

な
ら
れ
、
続
く
日
高
（
信
六
郎
）
さ
ん
、
松
方
（
コ
一

郎
）
さ
ん
、
皆
さ
ん
鐸
鋒
た
る
紳
士
方
で
し
た
。

2
0

代
初
め
の
、
あ
ま
り
書
い
た
く
な
い
言
葉
で

す
が
、
女
性
と
い
う
よ
り
小
娘
だ
っ
た
私
た
ち
も

一
緒
に
山
の
話
を
し
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
こ
と

を
今
も
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

場
所
は
お
茶
ノ
水
型
橋
の
近
く
、
岸
体
育
館
の

敷
地
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
建
物
は
木
造
で
、
床

が
ミ
シ
ミ
シ
い
う
所
も
あ
っ
た
よ
う
な
記
憶
が
あ

り
ま
す
。

中
で
も
記
憶
に
残
っ
て
い
る
方
は
橋
本
龍
太
郎

さ
ん
の
お
父
様
の
橋
本
龍
伍
さ
ん
。
患
が
お
悪
か

っ
た
の
で
、
杖
を
突
い
て
来
ら
れ
て
ベ
ン
チ
に
躍

っ
て
い
ら
し
た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
当
時
の
紳
士

方
は
煙
車
、
が
お
好
き
で
、
「
山
屋
は
パ
イ
プ
」
と
い

う
一
種
の
カ
ツ
コ
付
け
？
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
、
部
屋
中
に
パ
イ
プ
の
煙
、
が
満
ち
満
ち
て
い
ま

し
た
。

山
の
装
備
に
つ
い
て

山
の
装
備
に
は
共
同
装
備
と
個
人
装
備
が
あ
り
ま

す
が
、
共
同
装
備
で
一
番
思
い
出
す
の
は
テ
ン
ト
の

こ
と
で
す
。

そ
の
頃
で
も
八
ヶ
岳
は
山
小
屋
岳
と
言
わ
れ
る
く

ら
い
小
康
が
あ
り
、
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
所
は
少

な
く
、
山
へ
行
く
に
は
、
ど
う
し
て
も
テ
ン
ト
を
持

っ
て
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
で
す
ね
。

テ
ン
ト
と
い
え
ば
、
ま
さ
に
使
用
前
、
使
用
後
と

い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
す
る
よ
う
に
、
使
用
前
は
み
咋

ち
ん
と
畳
め
て
い
ま
す
が
、
撤
収
後
は
、
た
と
え
雨

が
降
ら
な
く
て
も
擁
・
一
路
で
水
分
を
含
み
、
素
材
が

木
綿
で
す
か
ら
、
ず
っ
し
り
重
く
な
り
、
畳
み
に
く

く
な
っ
て
抱
ぐ
の
が
大
変
で
し
た
。
共
同
装
備
な
分

担
す
る
と
き
は
、
出
来
れ
ば
撤
収
後
の
テ
ン
ト
に
は

当
り
た
く
な
い
け
れ
ど
、
傾
番
で
担
、
ぎ
ま
し
た
。

テ
ン
ト
は
木
綿
、
ポ
i

ル
も
。
ヘ
グ
も
木
だ
っ
た
の

が
、
ポ
ー
ル
も
ア
ル
ミ
に
代
わ
る
な
ど
、
ど
ん
ど
ん

軽
く
な
り
ま
し
た
。

当
時
、
ヤ
ッ
ケ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ウ
イ
ン
ド
ヤ

ッ
ケ
で
防
風
着
・
坊
媒
着
で
、
雨
替
は
ゴ
ム
間
引
き
で

し
た
。
山
で
雨
に
会
う
と
上
か
ら
よ
り
下
か
ら
吹
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
大
変
な
思
い

を
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
今
で
も
特
に
足
元
は
オ

ー
バ
ー
に
ケ
ア
す
る
癖
が
つ
い
て
い
ま
す
。

北
関
は
テ
ン
ト
の
中
で
ラ
ジ
オ
を
開
き
な
が
ら
天
気

図
を
書
く
の
が
当
た
り
前
で
し
た
。
考
え
て
み
た
ら

小泉義彦撮影

唄
っ
た
り

し
ま
し
た
。

リ
ユ
ツ

-3-

ク
も
勿
論
、

木
綿
で
す
。

ア
タ
ッ
ク

ザ
ッ
ク
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
が
キ
ス
リ
ン
グ
で
し

た
。
木
綿
の
帆
布
に
防
水
を
し
よ
う
と
蝋
を
溶
か
し

て
塗
り
、
た
だ
で
さ
え
電
－
い
ザ
ッ
ク
が
吏
に
謹
く
な

り
、
ウ
エ
ア
！
も
入
れ
る
と
1
0

寅
に
も
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
く
ら
い
背
負
う
の
は
当
り
前
。
そ
れ
で
山

が
歩
け
る
か
と
い
う
と
、
火
事
場
の
な
ん
と
や
ら
と

司
じ山

力
か
な
と
思
い
ま
す
。

山
靴
で
囲
っ
た
の
は
ナi
ゲ
ル
。
鋲
靴
な
の
で
、

駅
の
階
段
で
悶
り
ま
し
た
。
当
時
は
女
性
用
の
サ
イ

ズ
の
靴
は
な
く
て
、
頼
ん
で
探
し
て
貰
い
、
足
し
げ

く
通
っ
て
買
い
ま
し
た
。
私
は
山
岳
会
に
入
っ
た
の

を
機
会
に
、
ピ
ブ
ラ
ム
の
靴
を
初
め
て
オ
ー
ダ
ー
し

ま
し
た
。

懐
中
電
灯
も
無
く
て
、
自
転
車
に
使
わ
れ
て
い
る

黒
い
籍
型
の
龍
灯
を
提
げ
て
歩
き
ま
し
た
。



食
料
品
は
、
茶
袋
が
援
設
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ア
メ
リ
カ
一
か
ら
タ
ツ
パl
ウ
ェ
ア
の
卵
の
ケ
i

ス
が

入
っ
て
き
て
、
生
卵
を
山
に
持
っ
て
行
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
当
時
、
コ
ン
ビ
ー
フ
・
鮭
桁
は
必
需

日
間
で
し
た
の

機
山
口
節
子

ル
！
ム
で
お
会
い
し
た
方
々
の
こ
と

私
が
入
会
し
た
の

は
昭
和
3
1

年
、
2 

2

歳
の
と
き
で
し
た
。

山
本
さ
ん
が
話
さ
れ

た
よ
う
に
、
山
で
着

る
も
の
な
ど
は
、
す

べ
て
自
分
で
作
り
ま

し
た
。
目
出
帽
は
先

輩
の
ラ
ク
ダ
の
腹
巻

を
慰
問
に
染
め
て
作
り
、

ヤ
ッ
ケ
の
裏
に
落
下
傘
の
綿
布
を
付
け
た
り
、
ピ
ッ

ケ
ル
も
借
り
た
内
田
を
後
で
貰
い
受
け
た
り
、
ス
パ

ツ
ツ
は
無
い
の
で
、
ゲ
ー
ト
ル
を
半
分
に
切
っ
て
使

い
ま
し
た
。

加
コ
←
、
守
1
ノ
〆
、
、
J

／
、
ペ
ト

i
h、

l
h
A
V豆
、
、
士
、
／

m

・
ザ
月
二
ニ
、
A

t
Z
A
O

叶
A
O
N
川
l
h
J

仁
本
語
予
ノ
ム
会
ー
し
て

μが
お
ウ
刀

で
終
り
ま
し
た
が
、
思
い
出
す
の
は
こ
の
部
屋
（
J

A
C
会
議
室
）
よ
り
狭
い
所
に
、
真
ん
中
に
大
き
な

テ
ー
ブ
ル
が
あ
り
、
腐
り
は
全
部
ベ
ン
チ
で
、
理
事

会
や
委
員
会
が
あ
る
と
そ
こ
に
棋
（
有
慌
）
さ
ん
、

一
一
一
陪
（
幸
夫
）
さ
ん
、
松
方
（
一
一
一
郎
）
さ
ん
、
女
性

は
村
井
（
米
子
）
さ
ん
、
坂
倉
（
登
喜
子
）
さ
ん
、

川
森
（
左
智
子
）
さ
ん
た
ち
で
、
皆
さ
ん
が
座
ら
れ

る
と
も
う
び
っ
し
り
で
出
る
に
出
ら
れ
な
い
。
パ
イ

プ
と
葉
巻
の
燥
で
も
う
も
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
私

た
ち
は
、
恐
ろ
し
く
て
お
話
の
中
に
は
入
れ
ま
せ
ん

の
で
、
お
茶
を
入
れ
た
り
し
な
が
ら
、
偉
い
方
々
の

お
話
を
開
い
て
い
ま
し
た
。

昭
和
3
1

年
と
い
え
ば
マ
ナ
ス
ル
初
議
頂
が
終
わ

つ
”
問
中J匹
、
1

ノ
同
」
、

d

ナ
f
I
f
、
冷
L
V

ヴ
、

日
本
山
部
会
は
飛
ぶ
鳥
を
部
と
す

勢
い
で
し
た
。

や
が
て
お
茶
の
水
の
ル
i

ム
が
あ
っ
た
岸
体
育
館

の
土
地
を
日
立
が
畏
い
、
ピ
ル
、
が
建
つ
と
い
う
の
で

温
い
出
さ
れ
て
移
転
し
た
先
が
外
苑
コ
i

ポ
。
こ
こ

は
じ
め
じ
め
し
た
地
下
で
、
こ
の
時
の
会
長
が
松
方

さ
ん
で
し
た
。

ほ
ん
と
う
に
品
ニ
i

ク
な
方
で
、

ル
i

ム
に
見
え
る
時
も
、
夏
は
よ
れ
よ
れ
の
短
パ
ン

に
古
ぼ
け
た
り
ユ
ツ
ク
で
、
と
て
も
松
方
公
爵
家
の

御
曹
司
と
は
見
え
な
か
っ
た
で
す
ね
。
で
も
と
て
も

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
で
素
敵
な
方
で
し
た
。
外
国
の
方
が

見
え
て
ホ
テ
ル
で
歓
迎
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
る
時
唱

も
、
雨
降
り
だ
と
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ー
の
ミ
ッ
キ
l

マ
ウ
ス

の
付
い
た
黄
色
い
傘
で
、
ご
」
れ
だ
と
人
に
間
違
え
ら

れ
な
い
か
ら
い
い
ん
だ
よ
」
と
一
一
出
回
っ
て
お
ら
れ
た
。

生
れ
と
育
ち
が
い
い
か
ら
で
し
ょ
う
ね
Q

当
時
、
ル
！
ム
に
出
入
り
さ
れ
て
お
ら
れ
た
の
は
、

殆
ど
後
に
名
、
誉
会
員
に
な
ら
れ
た
方
々
で
し
た
。

了
度
東
京
オ
リ
ン
ゼ
ツ
ク
の
時
期
で
、
昼
間
は
競

技
場
の
喧
騒
が
聞
こ
え
て
来
ま
し
た
が
、
夜
に
な
れ

ば
竹
下
通
り
は
真
っ
暗
で
、
人
つ
子
一
人
通
ら
な
い

時
代
で
し
た
。
理
事
会
の
後
は
、
近
く
の
パ
！
に
移

っ
て
た
む
ろ
し
て
い
ま
し
た
。
晩
餐
会
な
ど
も
今
の

よ
う
に
決
ま
っ
た
場
所
で
す
る
の
で
は
な
く
て
、
あ

ち
こ
ち
で
開
催
し
て
い
た
と
患
い
ま
す
。

松
方
さ
ん
は
、

ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー

で
ス
キ
！
の
選
手
で
も
あ
っ
た
蘇
生
武
治
さ
ん
を
ど

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
も
う
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
永
く
い
ら
し
た
の
で
、
外
国
語
が
堪

能
な
方
で
し
た
。
娩
餐
会
で
「
麻
生
、
な
ん
か
話
せ

「
ウ
ウ
ン
、
英
語
で
や
る
か
、
ド

と
言
わ
れ
て

イ
ツ
諾
で
や
る
か
」
と

さ
れ
た
の
を
、

っ
て
、
イ
タ
ジ
ヤ
請
で
話

み
ん
な
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
聞
い
て

い
ま
し
た
〈
笑
い
）
。
面
白
い
方
で
し
た
。

ム
ハ
義
闘
で
有
志
閑
談
会
が
関
か
れ
ま
し
た
が
、師、
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婦
た
る
メ
ン
バ
ー
が
揃
う
の
で
、
恐
ろ
し
く
て
近
づ

け
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
2

聞
も
私

が
行
っ
た
か
と
い
う
と
、
た
ま
た
ま
幹
事
だ
っ
た
坂

倉
さ
ん
、
川
森
さ
ん
か
ら
「
手
伝
っ
て
」
と
一
言
わ
れ

た
か
ら
で
す
。
さ
っ
そ
く
「
中
学
生
か
い
」
と
一
一
一
一
向
わ

れ
て
し
ま
っ
た
（
笑
い
〉
。
武
田
久
吉
さ
ん
は
、
ム
ハ
義

閣
の
胸
躍
簡
な
植
物
を
解
説
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

間
部
重
治
さ
ん
が
「
私
は
山
登
り
を
戦
後
始
め
ま

し
て
」
と
一
言
わ
れ
て
、
皆
が
「
え
！
」
と
驚
い
た
ら
、

な
ん
と
日
清
戦
争
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
当
時

は
ま
だ
山
岳
会
創
立
当
時
の
方
々
が
多
か
っ
た
の
で
、

後
に
会
長
に
な
ら
れ
る
方
々
も
ま
だ
若
く
て
小
さ
く

な
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
た
だ
も
う
恐
ろ
し
く

て
、
な
ん
で
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
来
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
ろ

う
と
ば
か
り
思
っ
て
い
ま
し
た
。

原
宿
時
代
か
ら
婦
人
部
が
活
動
を
始
め
て
、
1
9

6
9

年
9

月
女
子
の
指
導
者
研
諺
会
を
立
山
で
行
い

ま
し
た
。
立
山
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
上
に
あ
る

立
派
な
研
修
セ
ン
タ
ー
で
す
。
そ
こ
で
大
学
の
リ
ー

ダ
i

ク
ラ
ス
の
研
修
を
毎
年
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、

女
子
は
お
呼
び
で
な
か
っ
た
。
村
井
さ
ん
が
「
な
ぜ

女
子
の
研
修
を
し
な
い
の
か
」
と
文
部
省
に
捻
じ
込

ん
だ
の
で
す
。
文
部
省
で
は
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か

ら
な
い
の
で
、
山
岳
会
に
「
や
っ
て
く
れ
」
と
い
う

こ
と
で
、
山
岳
会
と
文
部
省
共
催
で
初
め
て
開
催
さ

れ
た
の
で
す
。
講
師
は
根
さ
ん
は
じ
め
素
晴
ら
し
い

メ
ン
バ
ー
で
し
た
。

そ
の
年
は
北
ア
ル
プ
ス
に
大
洪
水
が
あ
っ
て
、
黒

部
ダ
ム
が
倒
木
で
覆
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
留
山
地
鉄

が
ダ
メ
に
な
っ
て
、
タ
ク
シ
ー
か
ト
ラ
ッ
ク
を
チ
ャ

ー
タ
ー
し
て
行
く
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
全
国

か
ら
4
3

名
の
受
講
生
が
集
ま
り
、
4

日
間
の
研
修

で
錦
に
整
り
ま
し
た
。
実
技
の
講
師
は
マ
ナ
ス
ル
帰

り
と
か
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
帰
り
の
す
ご
い
布
陣
で
し
た
。

翌
年
は
台
風
に
会
い
、
細
沢
で
テ
ン
ト
を
張
っ
て

い
た
ら
ポ
i

ル
は
折
れ
る
し
、
テ
ン
ト
は
飛
ば
さ
れ

る
し
、
藤

か
っ
た
。

もみに前研目
、た逃進修の
くげ基所前
て込地（の
111 
llf奇

安
治
さ
ん

が
「
テ
ン

ト
を
死
守

し
ろ
」
と
、
／

ゼ
ッ
タ
イ

入
れ
て
く

れ
な
く
て
、

み
ん
な
ず

ぶ
濡
れ
に

な
っ
て
大

変
で
し
た
。

で
も
、
そ

う
や
っ
て
、

少
し
ず
つ

－
ア
ヘ
ア
「
ミ
コ
／

J
1
〆
二
‘
吋
1
v
i
t
i

－
－

i

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
岳
会
を
め
ぐ
る
内
外
の
友
人
と
の
交
遊

そ
の
後
、
外
苑
コ
i

ポ
の
ル
l

ム
は
あ
ま
り
に
ひ

ど
い
と
い
う
の
で
錦
町
に
移
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期

に
、
松
方
隊
長
で
エ
ベ
レ
ス
ト
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ス
キ
l

隊
と
一
緒
と
い
う
こ
と
で
喧
々
叩
一
内
々
だ
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

1
9
7
0

年
、
宮
崎
英
子
さ
ん
違
が
女
性
だ
け
で

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
に
行
っ
て
い
ま
す
。

山
岳
会
と
し
て
は
、
1
9
6
8

年
に
日
印
合
間
で

カ
イ
ラ
ス
ピ
ー
ク
に
行
き
ま
し
た
。
イ
ン
ド
が
6

入
、

日
本
人
が
4

人
護
っ
た
の
で
す
が
、
雪
崩
で
シ
ェ
ル

パ
1

人
を
失
い
ま
し
た
。

女子金山指導者研修会
属議了

於・立山登山研修所

1969.9.20~ 23 
／
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1
9
7
0

年
の
大
阪
万
博
の
折
、
ヒ
ラ
リ
ー
さ
ん

が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
館
で
講
演
さ
れ
る
た
め
に
来

日
。
輿
さ
ん
の
ル
イ
1

ズ
さ
ん
は
素
敵
な
方
で
、
吉

沢
ご
郎
）
さ
ん
が
立
山
へ
ご
案
内
し
、
私
も
寝
士

山
に
お
伴
し
ま
し
た
。
み
ん
な
議
装
備
で
来
て
い
た

の
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
風
に
一
知
パ
ン
で
議
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ネ
パ
i

ル
で
の
飛
行
機
事
故
で

ル
イ
i

ズ
さ
ん
と
お
織
さ
ん
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

「
あ
、
ヒ
ラ
リ
ー
さ
ん
が
駄
障
に
な
っ
ち
ゃ
う
」
と

心
配
し
て
い
た
ら
、
そ
れ
か
ら
2

年
く
ら
い
は
務
ち

込
ん
で
し
ま
わ
れ
、
そ
の
後
立
ち
直
ら
れ
ま
し
た
が
、

悲
し
い
思
い
出
で
す
。

話
は
一
炭
り
ま
す
が
、
山
岳
会
で
冬
山
の
研
修
を
蓄

士
山
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。
吉
田
口
か
ら
歩
い
て
、

今
で
は
雪
崩
で
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
っ
た
五
合
間
に
あ

っ
た
英
饗
荘
を
べ
！
ス
に
し
て
雪
上
訓
練
を
し
ま
し

た
。
講
師
は
マ
ナ
ス
ル
の
方
々
で
し
た
。
女
性
の
参

加
は
1
0

人
く
ら
い
。
佐
藤
（
遠
藤
）
京
子
さ
ん
が

来
て
い
ま
し
た
が
、
角
瓶
1

本
空
け
て
し
ま
う
の
で

驚
き
ま
し
た
。
今
も
元
気
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
グ
リ
ー

ン
ク
ラ
ブ
を
な
さ
っ
て
い
る
凄
い
人
で
す
。

先
程
、
山
本
さ
ん
か
ら
山
日
記
の
お
話
が
あ
り
ま

こ
や
州
、

h
u
t
T
L
Zゃ
h

－
み
で
レ
「
え
口
叩
下
4
J

戸
、
、
、
r
、
ヒ
1

ふ
よ
ケ
3
4
ょ
、

！
？

1
u

’r
l
iユ
泊
客
主
マ
ヲ
千

i

マ
、
し
つ
、
4
A
E
K孝
静

堂
一
の
ド
ル
箱
だ
っ
た
の
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
売
れ
な

く
な
っ
て
廃
止
に
な
っ
た
。
最
初
の
頃
の
は
薄
く
て
、

モ
ノ
ク
ロ
で
高
山
植
物
の
絵
が
撒
い
で
あ
っ
た
。
山

下
一
男
さ
ん
が
描
い
て
い
て
「
持
っ
て
お
い
で
」
と

言
っ
て
毎
年
絵
具
で
色
を
塗
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
今

も
大
事
に
と
っ
て
あ
り
ま
す
。

女
子
は
数
が
少
な
か
っ
た
か
ら
、
顔
を
覚
え
ら
れ

て
ト
ク
で
し
た
ね
。
名
誉
会
員
と
か
、
偉
い
人
た
ち

に
も
声
を
か
け
て
頂
い
た
り
し
て
、
嬉
し
か
っ
た
。

特
に
早
川
瑠
璃
子
さ
ん
は
美
人
だ
っ
た
か
ら
。
早
川

さ
ん
は
出
姓
磯
崎
さ
ん
で
、
結
婚
し
て
か
ら
ご
主
人

の
お
母
様
の
介
護
で
1
7

年
開
も
山
に
行
け
な
か
っ

た
。
、
だ
か
ら
ダ
ン
ナ
は
彼
女
に
一
般
が
上
が
ら
な
く
て
、 璃

璃
子
さ
ん
は
好
き
な
こ
と
が
で
き
た
わ
け
。

向
井
ピ
ル
か
ら
湯
島
の
さ
く
ら
ピ
ル
に
移
っ
た
頃
、

ナ
ン
ダ
デ
ピ
の
縦
走
を
青
年
部
が
、
カ
メ
ツ
ト
に
婦

人
部
が
出
か
け
ま
し
た
。
山
岳
会
と
し
て
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
1
9
7
5

年
に
間
部
井
淳
子
さ
ん
が
エ

ベ
レ
ス
ト
に
譲
り
ま
し
た
。

面
白
か
っ
た
の
は
、
慶
応
の
小
躍
が
五
急
招
に
あ

っ
て
、
呉
服
械
に
マ
ナ
ス
ル
の
ド
ク
タ
ー
の
炭
沼
腐

吉
先
生
の
病
院
が
あ
っ
て
夜
行
パ
ス
が
そ
の
前
に
着

く
。
そ
こ
で
飲
み
始
め
る
と
、
出
て
く
る
コ
ッ
プ
は

検
尿
用
の
コ
ッ
プ
な
ん
で
す
。
慶
応
の
小
患
は
一
度

焼
失
し
て
い
る
の
で
、
火
に
厳
し
か
っ
た
。
水
も
雪

を
溶
か
し
て
使
い
、
金
坂
（
一
郎
）
さ
ん
や
小
原
晴

子
さ
ん
の
ご
主
人
の
勝
部
さ
ん
が
お
茶
碗
を
洗
う
の

で
す
が
、
小
原
さ
ん
の
洗
い
方
は
汚
く
て
。
炭
沼
先

生
は
絵
が
上
手
で
、
裸
婦
を
描
い
て
「
小
原
晴
子
さ

ん
の
ヌ
i

ド
で
す
」
と
言
っ
て
お
な
か
に
パ
ッ
テ
ン

の
お
へ
そ
を
付
け
た
り
し
て
大
笑
い
で
し
た
。
ほ
ん
，

と
に
楽
し
か
っ
た
。
ク
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
ね
。

私
た
ち
の
仲
間
に
三
校
礼
子
さ
ん
と
一
一
一
一
向
う
女
性
が

い
ま
す
。
阪
大
の
P
2
9

に
遠
征
し
て
以
来
、
ネ
パ

ノ
ゃ

h
r
3
M
H

－
、
、
〉

m

・
1
l
A

入
，
、
。
、
、
／

l
E
M
Iト
“T

’

t
時
』
！

i
λ

治
安
い
れ
｝
ペ
ザ
（

r
rト
北
寸
断
々
／
i

パ
翫
撃
を
引
の

ま
し
た
。
3

万
5

千
円
も
し
て
、
あ
ま
り
売
れ
な
い

み
た
い
。
で
も
大
学
書
林
が
、
地
球
上
の
一
言
諾
の
辞

書
を
金
一
部
作
り
た
い
と
続
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
日

ネ
と
ネ
日
の
両
方
を
作
っ
て
、
今
は
大
阪
に
い
ま
す

が
、
よ
く
篭
話
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。

1
9
8
0

年
、
婦
人
部
が
ケ
ダ
ル
ナi
ト
に
遠
征
。

大
久
保
春
英
さ
ん
た
ち
で
す
。
堀
井
晶
子
さ
ん
が
入

会
し
て
一
絡
に
行
き
ま
し
た
。
イ
ン
ド
の
ラ
マ
ち
ゃ

ん
も
一
緒
で
し
た
。
結
構
部
自
か
っ
た
よ
う
で
、
今

で
も
仲
、
が
い
い
で
す
ね
。
そ
の
後
、
カ
メ
ツ
ト
に
一

緒
に
行
っ
た
イ
ン
ド
人
た
ち
3

人
を
日
本
に
招
い
て

穂
高
と
創
に
登
り
ま
し
た
。
立
山
の
盛
山
研
修
所
を

使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

3
人
は
大
阪
に
行
け
ば
マ
ナ
ス
ル
の
今
西
寿
雄
さ

ん
の
お
宅
に
治
め
て
項
い
た
り
、
一
巡
子
の
小
原
さ
ん

の
と
こ
ろ
に
宿
泊
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
。
中
に
は
海

を
知
ら
な
い
人
も
い
て
、
ク
ラ
ゲ
に
刺
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

遠
征
と
い
う
と
長
く
極
限
状
態
に
い
ま
す
か
ら
、

よ
く
臨
峨
し
て
帰
っ
て
く
る
と
聞
き
ま
す
が
、
山
岳

L
ミ
ニ
キ

J
fご
a）
、
、
’
）
平
向
＋
ホ
ム
ロJ
峨
子
匹
、
。
こ
つ
は
謂
ホ
コ

Eね
ー
や
山

J
3
I
p
h
－
－
J
R
‘
v
p
L
V
、

ν
4
2
口
れ
t
E
ノ
l

〈

J
J
1
2
v
v

、
〆
U

砂
防
J
1
A

引
t
J
ん

よ
く
て
、
A
A
年
前
に
は
3
0

周
年
を
し
ま
し
た
。

1
9
8
8

年
に
田
部
井
さ
ん
が
隊
長
で
イ
ン
ド
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
シ
パ
に
行
き
ま
し
た
が
、
気
候
が
感
く
、

大
雨
で
…
時
連
絡
が
論
絶
え
て
大
騒
、
ぎ
に
な
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

鳥
海
山
に
は
よ
く
盛
り
ま
し
た
。
深
田
久
弥
さ
ん

の
奥
さ
ん
、
佐
藤
一
ア
ル
さ
ん
な
ど
大
勢
で
行
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

阿
部
み
ち
子
さ
ん
が
鳥
海
山
の
競
に
住
ん
で
い
ま

し
た
。
山
小
農
を
や
り
た
い
と
喬
っ
て
行
っ
た
の
で

す
が
、
鳥
海
山
の
噴
火
で
断
念
し
て
吹
浦
に
住
み
若

い
た
の
で
す
。
ヂ
オ
。
チ
パ
に
行
っ
た
お
一
催
者
さ
ん

の
杉
浦
耀
子
（
現
マ
レ
ン
）
さ
ん
の
義
母
さ
ん
、
ブ インドの 3人と麻生尚紀子さん

ラ
ン
シ
ス
も
一
緒
で
し
た
。
日
が
暮
れ
て
日
本
梅
に

太
陽
が
部
ち
る
と
き
、
間
部
さ
ん
、
が
「
ジ
ユ
ツ
と
い

う
み
た
い
で
し
ょ
」
と
雷
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

山
形
支
部
の
小
松
（
良
一
一
一
）
さ
ん
の
小
屋
を
お
借
り

し
て
快
適
で
し
た
。

山
本
良
子
先
稜
の
盛
山
研
修
所
の
こ
と
な
の
で
す
♂

が
、
文
部
省
主
催
女
性
議
山
指
導
者
講
習
会
と
い
う

長
い
名
前
で
し
た
。
修
了
番
が
文
部
省
か
ら
出
ま
し

た
。

立山頭上

講
習
会
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
山
で
は
ス
キ

i

講
習
会
も
あ
っ
た
。
当
時
は
交
通
手
段
と
し
て
ト

ラ
ッ
ク
を
止
め
て
乗
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
お
札
と

し
て
煙
車
を
一
人
3

箱
ず
つ
割
り
振
っ
て
持
っ
て
行

く
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
。
「
焼
草
で
お
願
い
し
ま

す
」
と
一
言
っ
て
乗
せ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
。

と
に
か
く
、
今
日
皆
さ
ま
の
前
で
、
こ
の
よ
う
に

し
て
昔
の
お
話
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
大
変
幸
せ
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。

松
本
恒
藤
最
重
な
お
話
を
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
（
記
録
・
川
口
章
子
協
力
・
近
藤
繰
）

6-

発
泡

4
4
Aヲ

2
0

段
誹
こ
架
却
さ
む
伊
ご
く
也
己

イ
4
3

富
Z
4
1
j
4
1
j
t
J
t

、

V
－

1

－
句

4
J
J
i
s
y

れ
た
茅
ケ
岳
山
麓
に
あ
る
深
田
公
開
で
の
深
間
接
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
近
く
に
出
来
た
サ
ー
キ
ッ
ト

場
の
燥
背
と
、
病
人
搬
送
の
た
め
に
飛
来
し
た
ヘ
リ

の
騒
音
と
で
そ
の
賑
や
か
さ
は
格
別
で
し
た
。
女
岩

手
前
ま
で
往
復
。
1
3

時
3
0

分
か
ら
の
碑
前
祭
で

は
市
長
、
自
郎
刷
会
、J
A
C

山
梨
支
部
、
深
田
ク
ラ

ブ
の
順
で
献
花
、
最
後
に
繰
爽
会
も
深
田
森
太
郎
会

員
が
代
表
し
て
献
花
し
ま
し
た
。
出
賄
者
は
松
本
憤

騰
・
畏
見
清
子
・
一
泉
原
寿
一
・
川
口
章
子
・
深
田
森

太
郎
・
西
谷
隆
一
旦
・
西
谷
可
江
／
小
池
興
四
郎
・
中

盤
律
子
・
松
本
弘
子
計

1
0

名
。
（
松
本
憶
康
）

大
ま
た
ま
た
多
く
の
方
の
ご
協
力
で
会
報
を
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。
（
近
藤
緑
）




